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ඪɹ४ インターロッキングノーマル
通称：ノーマル

ϦαΠΫϧʴอਫੑ
	Ϋʔϧτʔϯ


ಁਫੑ

インターロッキングレイントーン
通称：レイントーン

ユニプレーン標準
ユニ標準

ϦαΠΫϧʴอਫಁਫ
	Ϋʔϧτʔϯอਫಁਫ


クールトーンインターロッキング(保水)
通称：クールノーマル(保水)

クールトーンレイントーン(保水)
通称：クールレイントーン(保水)

クールトーンユニプレーン(保水)
通称：クールユニ(保水)

クールトーンインターロッキング保水透水
通称：クールノーマル保水透水

クールトーンユニプレーン保水透水
通称：クールユニ保水透水

インターロッキングノーマル透水
通称：ノーマル透水

ユニプレーン透水
通称：ユニ透水
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༠ 者༠ಋ用ϒロック製Մ能ো֮ࢹ

༺ྉΛࡐੜ࠶
ੴփɺమ߯εϥάɾ��ˋ

エίマーク認ఆ番号
第03109046号

༺ྉΛࡐੜ࠶
ੴփɺమ߯εϥάɾ��ˋ

エίマーク認ఆ番号
第03109047号

インフラςックの舗装ブϩックは形状・仕様とػ能の
߹ͤで1�छྨの製品を取りଗえています。
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クラッシャラン
（C30またはRC30）



舗装材総合カタログ �

Ϋーϧτーϯʢอਫʣ〈ώートアイランド੍製品〉

ϦαΠΫϧͱώʔτΞΠϥϯυ੍ͰμϒϧͷޮڥՌ

�̍ΤίϚʔΫ
ੴփ（クリンカアッシϡ）をリαイクルして͓り、エコマークのೝఆもडけています。
�̎อਫੑ
อਫੑػ能を有しているため、ଧͪਫ効果が࣋ଓし舗装࿏面Թの上ঢを੍できます。
ਫੑٵ̏�
。ਫੑに優れているので、ද面にਫたまりができまͤΜٵ
�̐ܰྔ
標準品に比べׂ̎ܰྔで、敷設やカッςΟングが༰қなため、施工ੑに優れています。
�̑όϦΤʔγϣϯ
ϊーマルタイプやϨイントーン、ϢχプϨーンなどの形状・寸法・カラーでの製造が可能です。
ڧ̒�
強はインターϩッΩングブϩックのج準をຬたしています。

●特長

ฮ࿏໘ͷԹมԽฮのද໘Թ（ C˃）

　鹿児島市ࠃಓ̏号にෑ設し
たクールτーンのαーϞグラ
フィーによるࣸਅです。クール
τーンの部分がԹのい青
にࣸり、アスフΝルτやैདྷܥ
のٖ石平൘の部分がԹの高
いܥにࣸっています。
　一番Թの上がるؒ࣌ଳ
で、ද໘に10ˆのࠩが出
ます。

ؒ、ී ௨インターロッΩングのද໘
ԹはアスフΝルτとಉఔですが、
クールτーンは֎ؾԹとಉఔまでද
໘Թが下がります。　

　߱Ӎޙ、อ水性能をͭ࣋クール
τーンに Β͑れた水がৠ発し、ͦ
の࣌のؾԽ熱でද໘Թを下͛
ます。また、࿏൫・࿏চに Β͑れた
水がໟݱࡉによりクールτー
ンにٵい上͛Βれ、Թを下͛る
ޮՌが࣋ଓします。

ෑ࠭

࿏൫

࿏চ

ෑ࠭

࿏൫

࿏চ

߱　Ӎ　࣌ 　ఱ　࣌

　Րྗ発ిॴから発生する෭࢈物として、
ੴփ（フライアッシϡとクリンカアッ
シϡ）が͋ります。フライアッシϡはコン
クリート用材ྉとして、さまざまな利用ੑ
がূݕされています。
　クリンカアッシϡもフライアッシϡとಉ
͡で͋ることから、いΖいΖな用్
の利用がظされています。
　また、クリンカアッシϡにはଟ࣭とい
͏特ੑが͋り、この特ੑを׆かしたอਫ
ੑ能を有する製品の製造が可能です。

ΫϦϯΧΞογϡ֦େࣸਅ

˞線がクールトーン
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ଠ平༸ηメンτ中央研究所：ݧ　࣮
日：平168݄29日ݧ࣮
条件：2日前に߱水ྔ35NNؾ

ີཻアスフΝルτ

ී௨インターロッΩング

クールτーン

Թؾ֎

一番ؾԹの高いؒ࣌ଳで、アスフΝルτ
と比べ10ˆのԹࠩがあり、ී ௨イン
ターロッΩングと比べても3ʙ4ˆのԹ
ࠩがあります。

˙ੑ
ڧ͛ۂ

߅り
อ水ྔ

ྉࠞೖࡐੜ࠶

5.0 .paҎ上
60 B1NҎ上（࣪५状ଶ）
0.15 H/cN3Ҏ上（150Ὑ/N3Ҏ上）
60 ̀ Ҏ上

※ंಓ、大ंܕओମのறं場・ं ྆ೖれ部にも
　ద用で͖ ます。

༺ྉΛࡐੜ࠶
ੴփɺమ߯εϥάɾ��ˋ

エίマーク認ఆ番号
第03109046号

ΫʔϧτʔϯͷଧͪਫޮՌ

クールτーンは九州ిྗࣜג会社
とのڞಉ開発エί品です。
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Ϋーϧτーϯʢอਫɾಁ ਫʣ〈ώートアイランド੍製品〉

ैདྷͷΫʔϧτʔϯʹಁਫػΛϓϥεɻ

●特長

࣌ɹ�N�ͨΓͷࡐ༺ྉʹΑΔ$0�ഉग़ྔΛࢉग़ʢ୯ҐɿLH�$0�ʣ ༌ૹ࣌ �N�ͷΛ�LNӡൖʹ͏̘ �̤ഉग़ྔΛࢉग़ʢ୯ҐɿLH�$0�ʣ

༺ྉΛࡐੜ࠶
ੴփɺమ߯εϥάɾ��ˋ

エίマーク認ఆ番号
第03109047号

■物ੑ

4.3
69
284

6.9̫ େͰ���ϦοτϧͷਫΛ࠷10-4
͑·͢ɻ

ϒϩοΫ̍ ຕ
	���̫ ���̫ ��NNʣ

ඪ४品とクールτーン（อ水・ಁ 水）を̎ t τラックでӡൖする場合のC02ഉ出ྔを比ֱ。

（(木ֶ会ࢦ性能性রࠪڥのߏྉ：ίンクリーτࢿߟࢀ※

ϖοτϘτϧ̏本ϖοτϘτϧ̏本

388.764LH-C02 321.972LH-C02

ඪ४ Ϋʔϧτʔϯ
อਫɾಁ ਫ

ݮˋ��

ݮˋ��

߲　目 ࣮ଌ

(.pa)ڧ͛ۂ
(B1N)߅り

อ水ྔ(Ὑ/N3)
ಁ水(N/T)

3.0
60
150

1.0̫ 10-4

า行者ܥಓ࿏
にお る͚ن格

࣮ଌ߲　目 重ྔ
LH/N3

ඪ४品

クールτーンอ水・ಁ 水

2170

1500

2.170t̫ 0.200LH-C02/LNt
�0.434LH-C02/LN
1.500t̫ 0.200LH-C02/LNt
�0.300LH-C02/LN

C02ഉ出ྔ
LH-C02/LNඪ४

Ϋʔϧτʔϯ
อਫɾಁ ਫ

0.434LH-C02/LN 0.300LH-C02/LN

˛クールϊーマル	อਫ
ɿࣛ 境ະ来ؗࢢౡࣇ ˛クールϊーマル	อਫ
ɿभిྗ様ໄౡࢧళ

˙Ϋʔϧτʔϯʢอਫɾಁ ਫλΠϓʣ$0ޮݮ�Ռ

クールτーンは九州ిྗࣜג会社
とのڞಉ開発エί品です。
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●ࣸਅの製品の৭は、ҹのたΊ৭ௐや࣭ײが࣮と若ׯҟなる場合があります。

ϐΫτදࣔʹ͍ͭͯ ඪ४ ಁਫ อਫ อਫɾಁ ਫ ϦαΠΫϧ

ҙঊొୈ11�1���߸ϢχϓϨーϯ〈バリアフリー対応ฏ板〉

ಈͷݮɺ͢ Γࢭɺഉਫੑͷ্Λ݉Ͷඋ͑ͨϢχόʔαϧσβΠϯ

��෦ͷৼಈΛେ෯ʹݮ
従来のコンクリート舗装材に比べ、地間ִをڱくすることで、ं Ҝࢠ、ࣗ సं
やϕϏーカーなどの௨ߦ時のৼಈをେ෯にݮしました。またද面スリットで࿈
ଓして生͡るඍগৼಈにΑり、地部でのৼಈがମײされにくくなりました。

��ഉਫػͷ্ͱշదͳาײߦ
ฏ板中ԝから4ํにスリットがかっているためにりにくく、またӍఱ時にも
Ӎਫが地部から地Լに効Αくഉਫされます。

�ੑͷશํػ��
スリットが4ํにかっているために、どのΑ͏な֯で௨ߦしても製品の特
が発揮されます。

��ҙঊੑ
スリット部のӄӨがޫ線の֯にΑりมԽするため、見る֯にΑり舗装面のイ
メージがҟなります。

��ΧϥʔόϦΤʔγϣϯ
インターϩッΩングϊーマルとಉ͡カラーバリエーシϣンが͋ります。

��ಁਫ ɾੑอਫੑ
ಁਫੑタイプやอਫੑタイプ、อਫ・ಁ ਫタイプにすることも可能です。

●特長

※大྆ंܕがೖれするՕ所では、ഁ 損のڪれがありますので、レンΨϒロック中・小の使用をおקΊいたします。
  

˙ৼಈܭଌ݁ՌʢτϤλंମڀݚॴʹΑΔ࣮ݧʣ■形状・ੇ ๏

298 60
（80）

29
8

50NN/Tec 50NN/Tec 50NN/Tec ˛ৼಈݧࢼ計ଌ状گ

<(>

0.4

0.2

0

-0.2

-0.4

Ϣχプレーン インターロッΩングϒロック アスフΝルτ

ଌఆ方๏
ंҜ子クッション上に60LHෛ し̔、前ྠにՃ࣌計を取り͚、ςスτ࿏໘を3,N/)rでखԡしし、̜（Ճ）を
ଌఆした。
ςスτ࿏໘はϢχプレーン、インターロッΩングϒロック、アスフΝルτ（ややૈい）とした。

（ं྆りೖれ部） 

カラーバリエーション（ユニプレーン）

レッυϕーδϡ μークϒラン オレンδϗワイτ グレー ϒラック
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ΠϯターϩッΩϯάϒϩッΫ〈ϊーマル・Ϩイントーン〉

��๛ͳ形状ͱΧϥʔ
形状とカラーが๛で、ଟछଟ様なݱに対応することができます。

��࣮
インターϩッΩングはこれまでにଟくの࣮が͋る、Ұൠతな製
品です。

��ಁਫ ɾੑอਫੑ�
ϊーマルはಁਫੑタイプやอਫੑタイプ、ಁ ਫ・อਫタイプに、Ϩイ
ントーンはอਫੑタイプすることが可能です。

ੑࡁܦ��
ϊーマルは比ֱతに҆Ձでੑࡁܦに優れています。

��ࣗવͰॊΒ͔͍දʢϨΠϯτʔϯʣ
Ϩイントーンはද面がシϣットブラストՃ工になって͓り、従来のイ
ンターϩッΩングブϩックにはないࣗવでॊらかいදを࣋ってい
ます。

��ຎࡲ͕߅େ͖ ʢ͍ϨΠϯτʔϯʣ
Ϩイントーンはද面がシϣットブラストՃ工にΑるదなԜತにΑり、
ຎࡲ߅がେきく、Ӎఱでもすべりを防止し、շదなาײߦをఏڙ
します。

●特長

ϊʔϚϧ

ϨΠϯτʔϯ

●ࣸਅの製品の৭は、ҹのたΊ৭ௐや࣭ײが࣮と若ׯҟなる場合があります。

ϐΫτදࣔʹ͍ͭͯ ඪ४ ಁਫ อਫ อਫɾಁ ਫ ϦαΠΫϧ

●レンΨϒロック小 ●レンΨϒロック中 ●平൘大

使用ྔ（ݸ/N2）�100
Tʹ60・80

使用ྔ（ݸ/N2）�50
Tʹ60・80

使用 ݸྔ） /N2）́ 11.1
Tʹ60・80

100

10
0 10

0

200

300

30
0

˙形状ɾੇ๏

ΧϥʔόϦΤʔγϣϯʢϊʔϚϧʣ

ΧϥʔόϦΤʔγϣϯʢϨΠϯτʔϯʣ

※大྆ंܕがೖれするՕ所では、平൘大（300̫ 300）はഁ損のڪれがありますので、レンΨϒロック中・小の使用をおקΊいたします。
  

ϕーδϡ オレンδ レッυμークϒランϗワイτ グレー ϒラック

ബᒵᒵ ೱ白 փ ࠇ
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レッυオレンδ

ϐΫτදࣔʹ͍ͭͯ ඪ४ ಁਫ อਫ อਫɾಁ ਫ ϦαΠΫϧ

●ࣸਅの製品の৭は、ҹのたΊ৭ௐや࣭ײが࣮と若ׯҟなる場合があります。

●ࣸਅの製品の৭は、ҹのたΊ৭ௐや࣭ײが࣮と若ׯҟなる場合があります。

ΧϥʔόϦΤʔγϣϯʢϊʔϚϧಁਫʣ

ϕーδϡ オレンδ レッυμークϒランϗワイτ グレー ϒラック

カラーバリエーション（ユニプレーン透水）

ϕーδϡ μークϒランϗワイτ グレー ϒラック

��ਫͨ·Γࢭ
ಁਫ効果にΑりӍਫやࢄਫでද面にਫたまりがで
きるのを防止します。

��Τίϩδʔٴͼࡂ
地Լにਁಁしたਫはथのをଅし、さらに地
Լਫとして॥されます。また、Ӎਫを直ഉਫし
ないため、ӍਫのԼਫಓ・Տのಥ発తなྲྀ
ೖを防止し、ྲྀ ਫྔ੍の効果がظできます。

��ಁਫੑฮϒϩοΫͷϥΠϯφοϓ
ϢχプϨーン・インターϩッΩング（ϊーマル）のಁ
ਫタイプを取りͦΖえています。

●特長

ಁਫੑ

ಁ水1̫ 10-4N/TҎ上

˛ϊーマルಁ水(ϕーδϡ・ϗワイτ)

形状・寸法につきましては、ϢχプϨーン	1�
、インターϩッΩングブϩック	1�
をごࢀরԼさい。
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˛ϊーマル（μークϒラン） ˛ϊーマル（ϗワイτ・ϕーδϡ・グレー）

࣮ࣸਅू

˛ϊーマルಁ水（ϗワイτ・グレー・μークϒラン） ˛レインτーン（白・փ）

˛レインτーン（փ・白） ˛レインτーン（ࠇ・ബᒵ）※༠ಋ྆はϊーマル（ϒラック）

˛Ϣχプレーン（ϕーδϡ・μークϒラン）˛Ϣχプレーン（ϗワイτ・グレー）
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ΕΔ͞ٻରًͯ͠ൺΛཁʹࡐ༠ಋϒϩοΫͱͦͷपลͷฮ༺ऀো֮ࢹ
߹ͷྀʹ͍ͭͯ

ًൺʹ
༠ಋ༻ϒϩοΫͷًʢDE�ᶷʣ

าಓ࿏໘ͷًʢDE�ᶷʣ

ʲًൺΛׂྀͨ͠ߟਤྫʳ

　ʮಓ࿏のҠಈԁԽ整備Ψイドラインʯ（ࠃٕज़ڀݚセン
ター発ߦ）に͓いて、ʮҰൠతʹ֮ࢹোऀ༠ಋ༻ϒϩοΫԫ৭
ͱೝ͞Ε͓ͯΓɺԫ৭͕ྑ͍ͱ͢Δҙݟଟ͍ͨΊɺԫ৭Λ基
本ͱ͢Δ͕ɺ࿏໘ͷ৭͍ͯ͠ࣅྨ͕࠼Δ߹Ŋपғͷ࿏໘ͱͷً
ൺΛ���ఔ֬อ͢Δ͜ͱʹΑΓ֮ࢹোऀ༠ಋ༻ϒϩοΫ͕
༰қʹࣝผͰ͖Δ͜ͱ͕ඞཁͰ͋Δɻʯとࡌهされて͓りࠓࡢ、舗
装材のׂりけに͓いてʮً比ʯをཁٻされるྫࣄが૿Ճしつ
つ͋ります。
　ً比2.�といっても、ؾ状گ、舗装材の࣪५状ܦ、گมԽ
（特にࣛࣇౡݝやݝ࡚ٶೆ部では߱փの）も͋り、ً 比を特
にཁٻされるྫࣄに͓いては、新材ܭଌ時のً比3.�にۙい৭
の߹ͤをਪகします。
˞ৄしくはӦۀ୲にご૬ஊくͩさい。

ʲًͱʳ
　観ऀから見て対がどのくらい໌るく見えるかをࣔすもので、
対の৭やর໌の強さにΑってมԽします。ಉҰのর໌のԼで̎つ
の対物のًをଌఆしてً比をٻめることができます。ً 比
のٻめํはԿछྨか͋りますが、༠ಋブϩックとपғ（าಓ࿏面）の
ًをଌఆしてͦの比をٻめるのが୯७なํ法です。ً の比が
େきい΄ど໌҉のコントラストがେきくなります。

ʮグϨーʯʮϗϫイトʯʮϕージϡʯをجௐにした舗装ύターンͩが
ʮ特イエϩーʯの༠ಋブϩックの྆にʮμークブラウンʯを敷設
するࣄで、ً 比を֬อ。

Ϩイントーンのʮ薄ᒵʯʮփʯをجௐにした舗装ύターンͩが、ʮ特
イエϩーʯの༠ಋブϩックの྆にϊーマルのʮμークブラウンʯ
を敷設するࣄで、ً 比を֬อ。

DE� ɿʊً の୯Ґ
のද面の໌るさの߹いをදすで、୯Ґ面ੵݯޫ
͋たりのޫ（DE�カンσラ）の߹いでܾまる。
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300
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60

300

30
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75 75 ※t�6080

̓

5
̓

༠ಋブϩック敷設のϙイントऀো֮ࢹ

Ԋͬͨ形状ʹ֨ن4*+��
Լ図にࣔすΑ͏に、+*4֨نにԊった形状です。
���छྨͷްΈΛ͝༻ҙ
ްみ��NN、��NNの2छྨを取りଗえています。
ೝࢹ͍ߴ�� ʢੑಛΠΤϩʔʣ
従来の製品に比べてࢹೝੑをߴめ、ً 比֬อしやすくなりました。
��อਫੑʹର�Ԡ
อਫੑػ能を有するクールトーンタイプの製造も可能で、อਫੑ舗装がܭ
ըされているาಓに࠷దです。また、クールトーンタイプはٵਫੑがߴいの
で、ਫがཷまりやすい線状ಥى間にもਫがཷまりまͤΜ。

●特長

ࣸਅはްみ60NN

●ઢ状ϒロック ●点状ϒロック
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舗装材総合カタログ��

舗装材

舗装材

ฮߏਤ

Aは、砂質系で路床下へ浸透させる場合、あるいは集水管・放流孔で排水する場合を指し,Bは粘性系で集水管・放流孔を設置せ
ず、路床下への浸透で対応する場合を指す。
大型車交通量が比較的多いため,安定度3.43kN以上,等値換算係数で0.80の混合物とする。
大型車交通量が少ないため,安定度2.45kN以上,等値換算係数で0.55の混合物とする。
路床細粒分の上昇,粒状路盤材の細粒分抽出による路床支持力の低下,浸透能力の阻害などが懸念される場合は,フィルター層
を路床上に設置する。フィルター層は路床の浸透性能以上に透水性能を持ち,細粒分の流出防止に効果がある砂やジオテキス
タイルを使用する。

注1：

注2：
注3：
注4：

この舗装構造図は（社）インターロッキングブロック舗装技術協会発行の「インターロッキングブロック舗装設計施工要領」(平成29年3月)に基づいて
いますが、別途検討が必要な現場の舗装構造については、この舗装構造を参考として、設計者の指示に従ってください。

(※1)歩行者系道路：歩行者専用道路,自転車専用道
路,自転車歩行者専用道路,公園内道路、広場等

(※2)乗用車乗入れ部：駐車場・歩道などの乗用車乗入れ
部,最大積載量6.5トン未満の管理車両が走行する道路

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合には,敷砂の路盤への流出を防止するため
に路盤上にジオテキスタイルを使用することを標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm
程度を標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm
程度を標準とする。

セグメンタルまたはフラッグ	͛ۂ強3.�/�NN2Ҏ上


インターϩッΩングブϩックのタイプ
インターϩッΩングブϩック

敷　砂インターϩッΩング
ブϩック

࿏　൫
クラッシϟランまたは

˞3	生クラッシϟラン࠶

さްܭ߹

1�1�3�

単位:cm■ද�１�าܥऀߦಓ࿏の舗装構造ྫ　̡ 標準品��リαイクル��อਫʳ

■าܥऀߦಓ࿏	˞1
の舗装構造ྫ

■ද���าܥऀߦಓ࿏のं྆ೖれ部の舗装構造ྫ

■用ंೖれ部	˞2
の舗装構造ྫ

■าܥऀߦಓ࿏のं྆りೖれ部の舗装構造ྫ

セグメンタルまたはフラッグ	͛ۂ強3.�/�NN2Ҏ上


インターϩッΩングブϩックのタイプ
インターϩッΩングブϩック

敷　砂インターϩッΩング
ブϩック

࿏　൫ フΟルター
クラッシϟランまたは
生クラッシϟラン࠶

さްܭ߹

1�1�3

ジΦςΩスタイル

ジΦςΩスタイル

ジΦςΩスタイル
または砂	˞4

ジΦςΩスタイル�

単位:cm■ද�2�าܥऀߦಓ࿏の舗装構造ྫ　̡ ಁਫੑอਫ・ಁ ਫʳ

(※3)路盤材としてクラッシャラン(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)を使用する場合には,敷砂の路盤への流出を防止するため
に路盤上にジオテキスタイルを使用することを標準とする。

(※3)路盤材としてクラッシャラン
(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)
を使用する場合には,敷砂の路盤への流
出を防止するために路盤上にジオテキ
スタイルを使用することを標準とする。

(※3)路盤材としてクラッシャラン
(C-40)や再生クラ ッシャラン(RC-40)
を使用する場合には,敷砂の路盤への流
出を防止するために路盤上にジオテキ
スタイルを使用することを標準とする。

(※4)砂のフィルター層の厚さは5cm程度を標準とする。

セグメンタル	͛ۂ強3.�/�NN2Ҏ上


インターϩッΩングブϩックのタイプ
インターϩッΩングブϩック

敷　砂インターϩッΩング
ブϩック

࿏　൫
クラッシϟランまたは

˞3	生クラッシϟラン࠶

さްܭ߹

2�1�2�

単位:cm■ද�3�用ंೖれ部の舗装構造ྫ　̡ 標準品リαイクルอਫʳ

セグメンタル	͛ۂ強3.�/�NN2Ҏ上


インターϩッΩングブϩックのタイプ
インターϩッΩングブϩック

敷　砂インターϩッΩング
ブϩック

࿏　൫ フΟルター
クラッシϟランまたは
生クラッシϟラン࠶

さްܭ߹

2�1�2

ジΦςΩスタイル

ジΦςΩスタイル

ジΦςΩスタイル
または砂	˞4

ジΦςΩスタイル�

単位:cm■ද�4�用ंೖれ部の舗装構造ྫ　̡ ಁਫੑอਫ・ಁ ਫʳ

単位：ｃｍ

標準品、リαイクル、�อਫ ಁਫ�、อਫ・ಁ ਫ

/� �̒1�

1� �̔/�ʻ4�

4� �̔/�ʻ1��

1�� �̔/�ʻ2��

2�� �̔/�ʻ1���

/� �̒3��

3�� �̔/�ʻ���

��� �̔/�ʻ3���

/�ʾ 3���

�

�

�

�

�

�

�

�

�

2

2

2

2

2

2

2

2

2

ʵ

ʵ

�

�

1�

ʵ

ʵ

�

�

�

�

ー

ー

1�

�

�

ー

ー

�

�

12

1�

1�

�

1�

12

1�

େܕ
ं྆

用ं、
খܕ՟物
ࣗಈं

ೖれす
るंछ

ަ௨ྔ
	/


/1

/2

/3

/4

/�

41

42

43

44

ަ௨ྔ
۠

ブϩック

ブϩック

上࿏൫ Լ࿏൫

ブϩック敷砂 敷砂ᖨ੨
҆ఆॲཧC ཻௐ整

ੴCࡅ
クラッ
シϟラン%

�

�

�

�

�

�

�

�

�

2

2

2

2

2

2

2

2

2

ジΦςΩ
スタイル

ジΦςΩ
スタイル

ジΦςΩ
スタイル
または砂

ジΦςΩ
スタイル
または砂

A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B
A
B

�	3

�	3

�	3

�	3

�	2

�	2

�	2

�	2

1�	2

1�	2

�	3

�	3

�	3

�	3

�	2

�	2

�	2

�	2


�
�
�
�
12
12
1�
1�
24
24
�
�
1�
1�
1�
1�
1�
1�

�
1�
�
1�
�
1�
�
22
�
2�
�
1�
�
1�
�
1�
�
22

ブϩック 上࿏൫ フΟル
ター
	4


Լ࿏൫
ׂ૿ް

ඞཁ
�5AジΦςΩ

スタイル
AB
	1


࿏চ݅
ಁਫੑᖨ੨
҆ఆॲཧC クラッ

シϟラン%

�

12

1�

1�

2�

12

13

1�

1�

ブロックの長辺
ブロックの厚さ ≦ 4.0…(1) ブロックの側面積の和

ブロックの上面積
1.0…(2)≧

ただし,短辺≧50mm,厚さ≦120mm

■セグメンタルタイプ

ブロックの側面積の和
ブロックの上面積

0.65…(3)≧＞1.0

車両が通行する箇所に用いられ、荷重伝達率0.3以上が確保されている式
(1),(2)で定義されるインターロッキングブロック。

■フラッグタイプ

レンガブロック小(100×100×60・80)
レンガブロック中(200×100×60・80)
平板大(300×300×80)

平板大(300×300×60)歩行者系道路に用いられ、荷重伝達率0.1以上が確保されている式(3)で定
義されるインターロッキングブロック。

ただし,短辺≧50mm,厚さ≦80mm

■ࣾ舗装材で֘する形状

■ࣾ舗装材で֘する形状

舗装材
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舗装材
敷　砂

クラッシャラン(※3)
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敷　砂
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フィルター層（ジオテキスタイルor砂）

ジオテキスタイル
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舗装材
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フィルター層（ジオテキスタイルor砂）

ジオテキスタイル

敷　砂

ಁਫੑ、อਫ・ಁ ਫ�	දࢀ�র


標準品��リαイクル��อਫ�	දࢀ�র


クラッシャラン
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C
D

上層路盤

透水性瀝青安定処理

ジオテキスタイル

クラッシャラン

敷　砂

敷　砂

フィルター層（ジオテキスタイルor砂）
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エッジボード〈GRC製仕切り板〉
　エッジボードは、芝生やグランドカバープランツと舗装材や砂地や植込み
との間に、綺麗な境界線をつくる新しい見切り材です。従来使われていた
波板や杉板などの見切り材に比べて、様々な点で優れ、これからの公園づ
くりや街の景観整備にすばらしい効果を発揮します。

■標準施工図

■形状・寸法

■標準寸法

GRC

1.従来のプラスチック製品と違って、直線部が美しく仕上がります。

2.薄板なので、１ｍＲのカーブも対応可能。美しいエッジラインを演
出します。

3.主材がFRC製で熱に強く、アスファルト施工にも対応できます。

4.敷地の有効利用が可能で段差ができないバリアフリー対応です。

●特長

1000

ఱカόー（ணݻࡎఆ）

(3CエッδϘーυϕース

アンカーピン

目ςープ͗ܧ

1000

)�100150180（ඪ४αイζ）

)�100150180（ඪ४αイζ）

6

)

みぞピタ

基本形状図

1.コンクリート構造物とアスファルト舗装の間にカッターをい
れるため、隙間の中の雑草まで取り除くことができます。

2.特殊なくさび状の断面形状で溝から抜けにくくなっています。

3.新設時に使用できるタイプ（Bタイプ）もございます。

●特長

CGイメージ

〈防草シール材〉

みぞピタとは
…コンクリート構造物とアスファルト舗装の隙間から生える雑草を防止するゴム製のシール材です。

マウンドアップに対応 セミフラットに対応

Aタイプ

■断面図

Bタイプ

■断面図

5
)



本社
〒890-0062  鹿児島市与次郎2-7-25　
Tel.099(252)9911　Fax.099(259)4100
http://www.infratec.co.jp/

●施工に不備があると、損傷などの原因となる
こともあります。不明な点は弊社または販売
代理店にご相談ください。

●本カタログに記載する製品の仕様および性
能は、該当製品の一般的な使用条件として
掲示するものです。特殊な条件で使用される
場合には、事前に弊社の担当者にご相談
の上、技術的な確認を行ってください。

本　　　社：

関東営業所：

福島営業所：

栃木営業所：

仙台営業所：

仙台事務所：

技　術　部：

開発事業部：

本　　　社：

飯 塚 工 場：

本　　　社：

栗野営業所：

■西日本営業部

■東日本営業部

　大阪営業所：

　
　 和歌山営業所：

　　　　（田辺）：

　　　　（御坊）：

　広島営業所：

　京都営業所：

　兵庫営業所：

　鳥取営業所：

出雲営業所：

名古屋営業所：

三重営業所：

静岡営業所：

東京営業所：

南アルプス営業所：

仙台営業所：

大阪市淀川区西中島6-1-1
新大阪プライムタワー5F　〒532-0011
Tel.06(6306)6393　Fax.06(6302)0255
和歌山県岩出市高瀬若宮84-2
岩出NDビル101号室　〒649-6234
Tel.0736(69)1780　Fax.0736(62)1720
和歌山県西牟婁郡上富田町市ﾉ瀬78-1　〒649-2107
Tel.0739(48)0331  Fax.0739(49)0213
和歌山県日高郡日高町原谷270番地　〒649-1201
Tel.0738(63)2237　Fax.0738(63)2515
広島市佐伯区旭園3番33号清水ビル5F　〒731-5133
Tel.082(943)5441　Fax.082(924)2056
京都市伏見区深草鞍ヶ谷12番地6　〒612-0822
Tel.075(646)2525  Fax.075(646)3877
兵庫県小野市万勝寺町969-1　〒675-1311
Tel.0794(70)7280　Fax.0794(70)7302
鳥取市上段261-1　〒680-1421
Tel.0857(24)1840　Fax.0857(23)0018
島根県出雲市斐川町上庄原1654-3　〒699-0505
Tel.0853(72)0244　Fax.0853(72)0245
名古屋市熱田区神宮3-7-1　べんてんビル5F　〒456-0031
Tel.052(684)7258　Fax.052(684)7259 
三重県伊勢市小俣町元町1603-1　〒519-0503
Tel.0596(22)1285　Fax.0596(22)1293 
静岡県掛川市本郷416番地　〒436-0111
Tel.0537(26)2221　Fax.0537(26)0519

東京都港区西新橋1-18-6　
クロスオフィス内幸町9F　〒105-0003　
Tel.03(6205)4282  Fax.03(6205)4283
山梨県南アルプス市荊沢386　〒400-0422
TEL.055(284)6230　FAX.055(284)6237
仙台市青葉区上杉3-9-4　マエタビル3Ｆ　〒980-0011
Tel.022(211)5131　Fax.022(211)5132

※社会情勢により、やむなく価格、形状を変更する場合がございますので
　ご了承ください。

山口県防府市大字植松741　〒747-0836 
Tel.0835(29)0021　Fax.0835(29)2940

東京都八王子市台町2丁目15番20号　〒193-0931   
Tel.042（623）7788  Fax.042）（625）1777

東京都八王子市台町2丁目15番20号　〒193-0931
Tel.042（624）5485  Fax:042（624）0496
福島県西白河郡矢吹町諏訪の前15番地　〒969-0247
Tel.0248（44）2611  Fax.0248（44）2614
栃木県那須塩原市鍋掛1091番43　2Ｆ　〒325-0013
Tel.0287（62）2340  Fax.0287（62）2342
宮城県大崎市松山千石字一本松51番地　〒987-1304  
Tel.0229（55）3131  Fax.0229（55）3139
仙台市青葉区北目町1番18号
ピースビル北目町 8F　〒980-0023    
Tel.022（796）5071  Fax.022（796）5072
東京都八王子市台町2丁目15番20号　〒193-0931
Tel.042（624）5485  Fax:042（624）6373
東京都八王子市台町2丁目15番20号　〒193-0931
Tel.042（623）7783  Fax:042（625）1777

福岡市東区多の津四丁目16番15 号　〒813-0034
Tel.092（612）2311
福岡県飯塚市内住2795　〒820-0713
Tel.0948（72）4335  Fax:0948（72）4336

東京セメント工業(株) 山口インフラテック(株)

（株）佐藤コンクリート工場

鹿児島県鹿屋市旭原町2732番地号　〒893-0022
Tel.0994（43）4004  Fax:0994（44）3474
鹿児島県姶良郡湧水町米永2956-4　〒899-6207
Tel.0995（74）4856  Fax:0995（74）4896

鹿軽量（株）

■本　　　社 鹿児島市与次郎2丁目7番25号　〒890-0062
Tel.099(252)9911　Fax.099(259)4100

■第一営業部

■営業本部

鹿児島営業所：

南薩営業所：

大島営業所：

北薩営業所：

姶良営業所：

大隅営業所：

沖縄営業所：

鹿児島市与次郎2丁目7番25号　〒890-0062
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800
鹿児島県南九州市知覧町瀬世牧口1160　〒897-0305 
Tel.0993(84)2265　Fax.0993(84)2283
鹿児島県奄美市住用町城547　〒894-1111 
Tel.0997(69)5311　Fax.0997(69)5055
鹿児島県薩摩川内市中福良町2135-1　〒895-0042 
Tel.0996(27)1930　Fax.0996(27)2962
鹿児島県姶良市平松1880　〒899-5652
Tel.0995(65)3221　Fax.0995(65)3205
鹿児島県鹿屋市川西町4029-2　〒893-0032 
Tel.0994(43)4002　Fax.0994(43)4006
沖縄県那覇市宇栄原6-14-5 
ヒロマンション101号　〒901-0153　
Tel.098-943-5624  Fax.098-943-5629

■設計技術部
鹿児島設計技術課：

宮崎設計技術課：

福岡設計技術課：

西日本設計技術課：

東日本設計技術課：

鹿児島市与次郎2丁目7番25号　〒890-0062
Tel.099(252)9978　Fax.099(259)4800
宮崎市田代町6-1　〒880-0855
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059
福岡市博多区東比恵3丁目13-10　
スピリッツ福岡B・C号室　〒812-0007　
Tel.092(474)2450　Fax.092(451)5259
大阪市淀川区西中島6-1-1
新大阪プライムタワー5F　〒532-0011
Tel.06(6306)6393　Fax.06(6302)0255
東京都港区西新橋1-18-6　
クロスオフィス内幸町9F　〒105-0003　
Tel.03(6205)4282  Fax.03(6205)4283

■第二営業部
宮崎営業所：

日南営業所：

都城営業所：

延岡営業所：

大分営業所：

宮崎市田代町6-1　〒880-0855
Tel.0985(20)9241　Fax.0985(20)9059
宮崎県日南市大字平山390　〒887-0033
Tel.0987(23)5500　Fax.0987(23)3580
宮崎県都城市高城町石山2980　〒885-1205
Tel.0986(58)4518　Fax.0986(58)4826
宮崎県延岡市北方町角田丑1042　〒882-0104　　
TEL.0982(28)5015　FAX.0982(28)5442
大分市上戸次字長河原3700番地　〒879-7764
Tel.097(597)1148　Fax.097(597)1607

■第三営業部

福岡営業所：

北九州営業所：

福岡南営業所：

対馬出張所：

熊本営業所：

福岡市博多区東比恵3丁目13-10　
スピリッツ福岡B・C号室　〒812-0007　
Tel.092(474)2450　Fax.092(451)5259
北九州市小倉南区下城野3丁目1-25　〒802-0804 
オフィスパレア下城野Ⅰ B棟4号
Tel.093(482)3581　Fax.093(482)3583
福岡県みやま市瀬高町廣瀬705番地　〒835-0001
Tel.0944(62)4123　Fax.0944(63)3281
長崎県対馬市上県町樫滝1062　〒817-1522
Tel.0920(88)5800　Fax.0920(88)5801
熊本市中央区八王寺町30-1　
メインプレイス熊本南2-A　〒860-0831
Tel.096(378)5531　Fax.096(378)5532

■総合技術研究所

■関連会社

鹿児島技術課：
開発課：

兵庫技術課：

鹿児島県姶良市平松3141-1　〒899-5652
Tel.050(3085)9434　Fax.0995(55)1070

兵庫県小野市万勝寺町969-1　〒675-1311
Tel.0794(70)7280　Fax.0794(70)7302




